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の喪に服する時、喪服として「苴（実のある麻） 」の服を身につけるとある（ 『礼記』巻第三十七、閒伝） 。128粥ヲ飲ミテ











玉儀月城にはいらんことを」 （ 「為忠延師先妣講理趣経表白文」 、 『続遍照発揮性霊集補闕鈔』巻 八）129世ヨノナカ
間に男多シト雖モ
　『東大寺諷誦文稿』に「世間」は十三回使用されているが、訓があるのはこの一例の
み。 『萬葉集』の相聞や挽歌に似た発想が見られる。 玉桙 道行き人もひとりだに似てし行かねば」 （ 「柿本朝臣人麻呂妻死之後泣血哀慟作歌二首
幷












































































































































































































































































































































































































































































が集まる時は、如来は一度にそれぞれの言葉でお話をお聞かせになる。たとえば、 （この国の方言、飛騨方言、東国方言である。飛騨の国の人 むかっては飛騨の国の方言で（お聞かせになる）お話をなさる。まるで通訳のようである。たとえば南瞻部洲には八方に四千 国があり、それぞれの言葉がある。東弗等など 三州は、これに準じて述べ 六天も同じ。 ）大唐の人にむかっては、大唐の言葉をもって説き まう。他もこれに準ずる。　
仏は、草木にむかっては草木の言葉をもってお説きになる。金色の蓮の華が千本 った。仏のところに参詣し






























令」 、 『総索引』は「仮令（ヘハ） 」と読み下している。 「仮令」はもしも、かりにの意



































































































































































































































































































































































































































































































































































即ち六牙の白象に乗じて 兜率宮を発す」 （ 『過去現在因果経』巻第一） 。158右脇
　
釈尊は、摩耶夫人 右脇から生まれたという（出胎） 。 「夫人、彼の園中に、一大樹の名けて無憂と曰ふ














ませよう した。 「又復、五百の妓女の、形容端正に 、肥えず痩せず、長からず短からず、白 らず黒からず、才能巧妙にして、各数技を兼ぬるを択び取り、皆名宝を以て 其の身を瓔珞し、百人 一番 迭
たが
ひに代






た。しかし、太子の質問に答えられず、太子が自ら答え、婆羅門は父王に「太子は是、天人中、第一の師なり」と申 上げた。 「爾の時、婆羅門、四十九の書字の本を以て、教へて之を読ましむ。時に太子、此 事を見已 て、其の師に う 言く 『此は何等の書ぞ。閻浮提中 、一切の諸書、凡そ幾種あるか』 。師即ち黙然
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釈尊は、出家後、六年間苦行を続けた。 「爾の時、太子、心に自ら念言す、 『我 今、日に一麻一米を食













座と為したまへるを自ら知るや 釈提桓因、化して凡人と為り、柔軟草を執る」 （ 『過去現在因果経』巻第三） 。160乳
　
沐浴の後、苦行を終えた後、村の少女（難陀波羅）が乳糜（乳粥）を供養した。 「時に、地中、自然 千
葉の蓮花を生じ、花上に乳糜あり。女人此を見て 奇特の心を生じ、即ち乳糜を取り、太子の所に至り 頭面に足を礼し、以て奉上す。 」 （ 『過去現在因果経』巻第三） 。160鉢
　
乳糜を盛った鉢のことであろう。 『仏本 集経』には 金鉢」とある。 「見已りて即
すなは
便ち一つの金鉢を取




































































































に化して鴿を追った。尸毗王は 鴿をかくまって代りに自らの肉を鷹に与えたという（ 『賢愚経』巻第一、 『菩薩本生鬘経』巻第一など） 。
